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ご相談窓口における
個人情報のお取扱い

大建工業株式会社および大建工業グループ各社は、当社「個人情報の取扱いに関する方針（プライバシーポリシー）」に則ってお客様に関する個人情報を利用させていただく場合がございます。
(大建工業株式会社プライバシーポリシーに関しましては、当社ホームページに掲載しております。)　なお、電話での相談に対し、折り返し電話をさせていただくときのためにナンバーディスプレイ
を採用しています。 またご相談内容を正確に把握し、適切に対応するために、通話内容を録音させていただくことがあります。

製品に関するお取扱い、補修、工事などのご相談は、組立て・設置業者、工務店へ。お問い合わせ窓口について

https://www.daiken.jp/qr/service/
※購入に際しては登録が必要です。

製品に関するお問い合わせ
メールで
写真も
送ることが
できます。

https://www.daiken.jp/qr/form01/

ユーザー登録サービス 

登録はこちらから 

/////////////////

ユーザー登録は無料です！！ユーザー登録は無料です！！ 製品を末永く安全にご使用していただくた
めに、ユーザー登録をお願いいたします。 
ご登録いただいたお客様情報は、製品安全
に関する大切なお知らせや暮らしに役立つ
情報をDAIKENからご連絡する際に、利用
させていただきます。

特典 パーツショップ製品10％割引 

ユーザー登録いただいた方は、
次の特典が受けられます 

https://www.daiken.jp/qr/user/ ご登録いただくと、DAIKENのパーツ
ショップ取扱製品を通常価格の10％割
引でご購入いただけます。

このたびは、ダイケン製品をご採用い
ただきありがとうございます。
この説明書には、本製品の使いかたと
使用上の注意事項を記載しています。
ご使用前に、よくお読みの上、正しく
お使いください。
お読みになった後は、いつでも利用
できるように、大切に保管してくだ
さい。
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●弊社では、お施主様
が製品を安全に正
しくご使用いただく
ためのお願い事項
やお手入れ方法な
どの重要な内容を
記載した「取扱い説明書」を添付しており
ます。必ず、お施主様に手渡しいただき
ますようお願いします。
（取扱説明書は 
https://www.daiken.jp/qr/manual/
よりダウンロード可能です）

「施工業者様へのお願い」
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製品の保証について
製品保証とは、保証期間、保証内容の範囲において故障が発生した場合に、無
料で修理をお約束するものです。詳しくは、下記内容をご参照ください。
■対象商品
　クローク収納
■保証事項
通常の環境下で、弊社の施工説明書・取扱説明書に準じた正常な施工・使用が
なされている状態（前提条件）で、弊社の責任に起因する製品不具合（保証期間
参照）を無料で修理します。尚、本内容は日本国内においてのみ有効です。
■保証期間
製品施工完了後2年とさせていただきます。弊社製品の引渡完了後に生じた、
弊社の責任に起因する製品の不具合を、無料で修理する期間としています。
保証期間経過後の修理については有料となります。
■製品の不具合原因が次のような場合には、保証期間内であっても保証
対象外になります。
①建物の設計・施工に起因する不具合
②施工説明書に記載された方法以外の施工内容に起因する不具合
③自然現象・周辺環境等（※１）の不可抗力に起因する結露、腐食、反り、
割れ又はその他の不具合

④室内であっても部屋内外の温湿度差が著しく違う部位に取り付けられたことによ
る隙間・反り・キシミ音などの不具合。
⑤極端に乾湿を繰り返したり、著しく高温・多湿となる部位に取り付けられたこと
に起因する不具合
⑥建物自体の変形、入居後における増改築や改修等に起因する不具合
⑦入居者又は第三者の不適切な使用又は維持管理等に起因する不具合
⑧取扱説明書記載事項から逸脱した使用に伴う、消耗、磨耗、破損、変形などによる不具合
⑨経時変化による通常一般的な当該保証対象品の変褪色、汚れ、さび、かび、劣化
磨耗などの不具合
⑩用途外に使用された場合の故障および損害
　（例えば、一般家庭用を業務用に、屋内用を屋外に使用された場合等）
⑪犬・猫・鳥・鼠などの小動物の害に起因する不具合やキクイムシなどの虫害に起
因する不具合
⑫仕上げ面のキズなどの不具合で引渡し時に申し入れがなかった場合
⑬保証期間経過後の申し出、または不具合発生後速やかに申し出がなかった場合
⑭製造時に実用化されていた技術では予測することが不可能な事象に起因する場合
⑮離島などの遠隔地へ出張を要する修理を行う場合、出張に要する実費
⑯その他当該不具合の発生が弊社の責によらない場合
※１：火災・地震・水害・落雷などの天災地変や、公害・塩害・ガス害や異常な

高温・低温・多湿・過乾燥などの周辺環境

ピボットタイプ



安全上のご注意（必ずお守りいただきたいこと）1.
この説明書に書かれた注意事項は、あなたや他の人への危害や物的損害を防ぐためのものです。
必ずお守りください。

危険の定義とシンボルマーク
この説明書では、「注意事項」を以下のような定義で使用しています。

取扱を誤った場合、使用者が死
亡または重傷を負う可能性が
想定される場合

取扱を誤った場合、使用者が重傷を負う可能
性が想定される場合および物的損害の発生
が想定される場合

警告 注意

注意 注意

注意

注意

注意

●扉の開閉は、静かにゆっく
り行ってください。
乱暴に扱うと扉が破損したり、
脱落する恐れがあります。

●把手にぶら下がったり、扉
にもたれかかったり、強い
衝撃でぶつかったりしない
でください。
　扉が破損したり、脱落する
恐れがあります。

●扉を開閉するときは、指をはさまないように注意し
てください。
扉を折りたたむ時に、扉と扉の間に隙間が生じ、この
隙間に指をはさんだまま扉を
閉めますと大きなケガにつな
がる可能性があります。
特に乳幼児が単独で開閉操
作を行わないよう、また、乳
幼児が近くにいる時の扉の
開閉に十分ご注意ください。

●ストーブなどの熱源を、扉に
近づけないでください。
　扉が反ったり、表面がゆが
んだりする恐れがあります。

●この製品の分解や改造はし
ないでください。
　製品強度が失われ、けがや
破損の原因になります。

注意
●ハンドルを縦付けにした場
合に操作がしづらいと感じ
る方は、手を添えながら、両
手で開閉を行ってください。

注意
●窓際など直射日光が長時間当たりやすい場所は、表
面の日焼けによる変色の恐れがあります。カーテンや
ブラインドで直射日光をさえぎるようにしてください。

使用上のお願い2.
木質収納扉の「反り」について 「反り」の発生を出来るだけ抑える方法について

ご使用の環境や設置場所によって「反り」が発生する場合があります。「反
り」の発生をできるだけ抑える方法として、次のことにご注意ください。

①エアコン、暖房器具等をお使いになる場合は、収納扉に直接熱風、熱気
が当たらないようにしてください。
②夏場の冷房、梅雨時の除湿、冬場の暖房等により、室内側と収納庫側
の環境条件の差を極端に大きくしないでください。
③収納扉に直接日光が当たる場合は、窓辺にカーテン、すだれ等を設けて
日光を遮ってください。

発生した「反り」は室内側と収納庫側の環境条件を近づける事によって、
小さくなる事があります。

木材を原料とする木質材料（合板、パーティクルボード、MDF
など）を加工して作られた収納扉は、空気中の水分を吸収した
り放出したりすることにより、伸縮する特性を有しています。こ
の空気中の水分の吸収・放出は、収納扉周辺の温度、湿度等
の環境条件の変化に応じて発生する
ものであり、自然現象といえます。特
に、収納扉の室内側と収納庫側の環
境条件が大きく異なる場合、「反り」と
いう現象が発生することがあります。

お手入れのしかた3.
下レールの溝のお手入れ 扉・枠のお手入れ

注意
●下レールの溝は、いつも
きれいな状態にしておい
てください。
　ゴミがつまっていると、扉
の走行傷害になります。

汚れを落とすとき
のご注意

アルコールやシンナー、ベ
ンジンなどを使用しないで
ください。
表面のツヤが無くなったり、
変色する恐れがあります。

掃除機でゴミやホコリを吸いとってください。 ●日常のお手入れは、乾拭きしてください。

左右調整 上下調整（6mm） 左右調整（±2.5mm） 上下調整（6mm）

左右調整（±2.5mm） 上下調整（6mm）

前後調整（±2.5mm）

上下調整（±2.5mm）

前後調整（8mm）

左右調整（±5mm）

前後調整（±2.5mm）［下枠］

［上枠］

［上枠］

［下枠］

扉の調整

四方枠の場合 三方枠の場合

アウトセット折戸の場合 カットフリー折戸の場合

［下枠］ ［下枠］

［上枠］
［下枠］

注意 ピボット受の固定用ボルトは、同梱のスパナで確実に締めてください。
ドライバーによる締めつけだけでは固定が不十分な為、扉がはずれてしまい危険です。

■扉の外し方
扉を折りたたんで持ち上げ、下用ピボットを下用ピボット受から外してください。

固定用
ボルト②移動

③しめる
① 

ゆるめる

②移動

固定用
ボルト

③ 
しめる

①ゆるめる

上げる

下げる

①ゆるめる
③しめる

②移動

上げる

下げる

③しめる

①ゆるめる

②移動

固定用
ボルト②移動

③しめる
① 

ゆるめる

③ 
しめる

①ゆるめる

②移動

固定用
ボルト

扉

調整用ボルト

下ル

上ル

扉

固定用ボルト

しまる

ゆるむ

下げる

上げる

調整前に
固定ネジを
ゆるめる

しめる

ゆるめる

移動
（扉をもって
左右に動かして
調整して下さい）

しめる

ゆるめる

移動
（下ピボット受けを前後に
  動かして調整してください）

固定用
ボルト

②移動

③しめる

①ゆるめる
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